
「AI農業技術」の早期開発に向けた、公的研究機関の
機能強化 など

AI農業を⽀援する「テック企業」の⽴地促進に向けた、
優良農地の転⽤に係る関連法等の規制緩和や税制優遇
など

AI農業の開発・実証、実装環境の整備

⼗勝が⽬指す姿（構想の概要）

AI農業研究の拠点化

⽬指す姿

AI農業先進地の実現
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⽬指す姿の実現に向けた取組（規制の特例措置等）
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通信

ロボットトラクタ 農作業の省⼒化・効率化に向けたロボトラを公道⾛⾏
させるための法令等の適⽤ など

広⼤な農地で通信距離が離れてもデータの送受信の遅れ
等を発⽣させないための送信電⼒制限の緩和 など

ドローンを活⽤した農薬散布や⿃獣駆除、農業資材輸送
のための、夜間⾶⾏や⽬視外⾶⾏の要件緩和 など

開発
実証
環境
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○国は、社会課題の解決や包摂的な成⻑を実現するため、ＡＩ利活⽤の加速的推進を図る
としており、また、２０３０年までに⾷料⾃給率を３８％から４５％への引き上げを⽬指す中、
⽣産性向上やコスト低減に向けてスマート農業技術の導⼊などを進めることとしています。

○⼤規模専業経営が多い北海道において、⼗勝は、開拓以降、新しい農業技術を積極的に
取り⼊れ、⾷料⾃給率１,２９５％を誇る今⽇の⼤規模畑作酪農地域の地位を確⽴してきました。
また、帯広畜産⼤学や農業試験場など農業と⾷の研究機関や農業機械メーカーが
集積するほか、道央地域と道東地域をつなぐ交通の要衝にも位置づけられており、ＡＩ
農業の開発・実証、実装の先進地となるポテンシャルを有しています。

⼗勝が有するポテンシャルの⾼さ

〇この、歴史的、地理的な⼗勝のポテンシャルを活かし、「AI農業特区」を活⽤しながら、⼯学系
研究機関やテック企業を呼び込みAI農業研究の拠点化を図るとともに、AI農業技術の
開発・実証、実装環境の整備を図り、それらのスピードを加速化します。

○こうした取組を通じて、⼗勝は、⼈⼿不⾜やコスト⾼などの課題を解決し、将来にわたり⾷料供給
地域としての役割を果たしつつ、ＡＩ農業を全国に普及していくAI農業先進地を実現します。

「AI農業特区」を通じて、⽬指す姿

テック企業
の⽴地促進

〇〇テック㈱

〇〇試験場
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